平成22年度平泉文化共同研究者募集要項

１　趣旨

　岩手県教育委員会では、平泉文化を国際的に評価するため、総合的かつ学際的な研究を進めております。同時に、現在平泉町に所在する国指定史跡「柳之御所遺跡」について、発掘調査を進めながら史跡整備を実施中であり、研究成果を蓄積しているところです。

このため、外部研究者のすぐれた研究計画と共同研究を行い、研究者間のネットワークの拡大を図りながら、平泉研究の活性化につなげていきたいと考えております。

　ついては、今年度、平泉文化共同研究者を次のとおり募集します。

２　募集する研究内容

　　柳之御所遺跡及び関連遺跡、平泉文化等に関連する研究で、４名を募集します。

　なお、今回は、とくに平泉文化の世界遺産登録に係る研究を実施したいことから、４名の中２名は、研究テーマ「都市と景観」についての研究を行う者とします。

	要　件　等
	共　同　研　究

	応募資格
	(1) 平泉文化の研究についての識見を有する個人。

(2) 年間10日程度、平泉周辺における研究活動が可能であること。

(3) 3ヵ年の継続的な研究活動が可能であること。

	募集内容
	平泉文化についての考古学又は関連する領域の研究

(1)具体的テーマは、「宗教・思想と国際性」「都市と景観」「文学と伝承」「文献資料の基礎的考察」の観点から、申請者が設定する。

(2)世界遺産登録に係る「都市と景観」の研究については、「平泉とその周辺地域の地形についての自然地理学的な考察」、「東アジアにおける都市平泉の系譜及び都市造営上の意義についての考察」を、それぞれ具体的テーマとする。



	募集人員
	４名（２名は世界遺産登録に係る研究を行う者）

	研究謝金
	年額25万円

	共同研究
の要件
	(1) 研究期間は平成25年３月31日までとする。研究計画は年度ごとに提出すること。

(2) 年間10日間程度の平泉周辺での研究活動計画を策定すること。

(3) 当該研究成果は、「平泉文化フォーラム」又は岩手県が主催する研究会等で発表し、各年度末に発刊を予定している「平泉文化研究年報」へ掲載すること。

(4) 得られた成果については、岩手県教育委員会の自由な利用を妨げないものであること。


３　応募方法

(1)  応募書類は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課のホームページ｢古都平泉の文化遺産｣（www.pref.iwate.jp/~hp0909/）からダウンロードできます。また、郵送を希望される場合は、郵送料相当分の切手（80円）を同封のうえ、請求してください。

(2)  応募は郵送とし、平成22年5月12日（水）【必着】です。

　　　提出書類：申請書　　　　　１部

　　　　　　　　研究計画書　　　１部　

　　　請求・提出先：岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課柳之御所班

　　　　　　　　　　020-8570　盛岡市内丸10-1

　　　問い合わせ：019-629-6173　（担当：岩渕）

　　　　　　　　　kei-iwabuchi@pref.iwate.jp

４　選考及び決定通知

(1)　応募書類の審査は、次の要件等を勘案します。

ア　研究の趣旨等、共同研究の要件に合致していること。

イ　社会的又は学術的要請に合致した研究であること。

ウ　独創的、先駆的な研究であること。

エ　研究遂行能力が十分に高いものであること。

(2) 　採否の結果については、平成22年5月21日（金）までに本人あて郵送でお知らせします。

５　その他

(1)　提出された応募書類等は返却いたしかねますので御了承ください。







